
子育てするなら

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）
でお寄せください。

もっと深く

宇都宮情報

祝
　実は、宇都宮は「子育て」で全国に名を馳せて

いることをご存じですか。

　忙しいパパママを応援したい。そして、子ど

もたちに元気に大きく育ってほしい。そんな思

いが結実した宇都宮の「子育て支援」を紹介し

ます。

は



　　がココ スゴイ！

2歳 1歳 0歳 産前

子どもを望む夫婦を応援！
不妊治療費助成制度

　高額になりがちな体外受精などの不妊治療費を

助成しています。

国の基準に最大15万円を上乗せ！
初回  上限額30万円　⇒ 45万円

2回目以降 上限額15万円　⇒ 30万円
※年齢制限・所得制限があります。

＼スゴイPOINT！／
ポイント

出産前後に経済的なサポート！
妊産婦医療費助成

　ママが病気やけがなどで治療を受けた場合

の負担額を助成しています。

　助成期間を１カ月延長し、妊娠期から出
産した翌々月までの負担分を助成します。

※対象は、健康保険が適用に

なる医療費です。

＼スゴイPOINT！／

子育てエキスパートが
プロの目線でアドバイス！
宮っこ子育てコンシェル

　市内の子育てサロン７カ所

に、経験や専門性を持つ「宮っ
こ子育てコンシェル」を配
置しています。

　幼稚園、保育所、認定こども園

や、一時預かりなどの子育て支

援事業の中から、最適なものを

選びスムーズに利用できるよ

う、相談に乗ったり情報提供を

したりしています。

出産直後のママの
心と体をサポート！
産後ケア・産後サポート

　産後２週間と産後１カ月の全ての産婦を対象に産婦健診の費

用（1回に付き最大5,000円）を助成します。

　さらに、産後うつの疑いがあり、支援が必要なママには、産後

ケアや産後サポートを実施しています。

　医療機関への宿泊や通所により休
養の時間を確保し、心身の回復を
図ったり、助産師の自宅訪問により
授乳指導などを行ったりしています。

産後ケアって？

　助産師などが自宅を訪問し、育児
の不安などを聴いたり、寄り添い、
支援を行ったりしています。

産後サポートって？

母乳のケアを受け

たり、心配事の相談が

できたりしたので、安心

して子育てできるよう

になりました。
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オリジナル

宇都宮市
オリジナル

宇都宮市
オリジナル

\　　　  /
私たちが

お聞きします

1

2

3

4

助成期
間の長

さ

日本１位

平成29年10月
スタート

初回治
療費の

助成額

中核市
1位

（※２）

困りごとは

ぜひご相談

ください。

宮っこ子育てコンシェル
子育てサロン中央

荒井　千幸
ちゆき

2政

※1　出典　東洋経済別冊「都市データパック2013年版」〜「都市データパック2017年版」。人
口50万人以上の28都市より。
※2　出典　「自治体の子育て支援制度に関する調査」（日経DUAL×日本経済新聞社）。

子
ど
も
が
減
る
時
代

子
育
て
が
難
し
い
時
代

　

少
子
・
超
高
齢
、
人
口
減
少
社
会
が

到
来
し
て
い
る
現
代
。
本
市
の
人
口
も

こ
れ
ま
で
は
増
加
傾
向
で
し
た
が
、
昨

年
の
約
52
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
今
後
は

減
少
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も
、
核
家
族

化
の
進
行
や
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
薄

く
な
る
一
方
、
女
性
が
活
躍
し
共
働
き

の
家
庭
が
増
加
し
、
育
児
の
不
安
や
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
適
切

な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

全
国
に
誇
る

子
育
て
し
や
す
い
街 

宇
都
宮

　

そ
の
よ
う
な
中
、
宇
都
宮
市
は
、
「
子

育
て
し
や
す
い
街
」
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
も
民
間
の
調
査
で
、
５
年
連

続
「
住
み
よ
さ
全
国
１
位
（
※
１
）
」
を
獲

得
す
る
な
ど
、
暮
ら
し
の
良
さ
に
定
評

の
あ
っ
た
宇
都
宮
。
平
成
30
年
に
は
「
共

働
き
子
育
て
し
や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ

全
国
１
位
（
※
２
）
」
に
輝
き
、
「
働
き
な

が
ら
子
育
て
を
す
る
な
ら
宇
都
宮
」
と

い
う
声
が
徐
々
に
全
国
に
広
ま
り
始
め



宇都宮の子育て

6歳～ 5歳 4歳 3歳

お子さんが病気の時でも安心！ 
病児保育

　お子さんが病気で保育園や小学校へ登園・

登校ができず、パパママが仕事などで育児が

できない場合に、昼間の間、専用施設でお預か

りします（要予約・有料）。

病児保育送迎対応（お迎えサービス）
　保育園などで体調不良となったお子さん

を、保護者の代わりに迎えに行き、病児保育で

お預かりします（要事前登録・有料）。

リフレッシュや気分転換にも！
ファミリーサポートセンター
一時預かり事業

■ファミリーサポートセンター　子育てを援助

したい人（協力会員）と援助を受けたい人（依頼会

員）がお互いに助け合う、地域で子育てを援助し

ていくための会員組織です（要事前登録・有料）。

■一時預かり保育（ゆうあいひろば）　生後6カ月から小学校就

学前までのお子さんをお預かりします（要予約・有料）。

多子世帯を応援します！

　第３子以降のファミリーサポートセンターと一時預かり事業

の利用料を全額補助しています。
　※ファミリーサポートセンターは子ども一人当たり月64時間まで。

保育園に
入りやすいまち

　本市は、４月１日時点の待機児童ゼロを２年連続（平成

29・30年度）で達成中です。

保育料を独自に軽減！第３子以降は保育料が無料！

　国の基準額に対し、約40％軽減した、独自の保育料を

設定しています。また、第３子以降は保育料が無料。多子
世帯の負担を軽減しています。

中学生まで医療費無料！　
こども医療費助成

　15歳到達の年度末（中学生）までのお子さんが、

病気やけがで治療を受けた場合の医療費を助成し

ています。

　中学生までのお子さん全員が窓口負担０円
で治療を受けられます。
　※対象は、健康保険が適用になる医療費です。

＼スゴイPOINT！／

　買い物など　

ちょっとした休息にも

OKとのことで利用しまし

た 。育 児 中 にほっと   

一息つけました。
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5

6

7

8

まだまだ充実
のサポートがこ

んなに！

さらに！

さらに！ さらに！

「ココがスゴイ！」の詳しい

内容や小学校以降のことは

こちらをチェック！

▲宮っ子子育て

応援なび

安心して出産が

迎えられるように！

妊婦健康診査・
妊産婦歯科健康診査

初めて親になる

不安を解消！

ママパパ学級

赤ちゃんの健康や子育てのアドバイス！

生後4カ月までの赤ちゃんのいる家庭を訪問

乳児家庭全戸訪問

未就園児のみんな

集まれ！

子育てサロン

充実した保育園

生活のために！

保育士確保策を
推進

仕事で忙しいとき

にも安心！

延長保育促進事業

子どもの発達について

心配なときは！

子ども発達相談室

祝

3 政

◎マンガ「愉快さん一家の宇都宮生活」も連載中　広報うつのみや47ページで宇都宮の
子育てのしやすさを愉快さん一家の奮闘とともにお伝えしています。今月号では宇都宮
の学校給食について紹介しています。バックナンバーは、市ホームページから見ることができます。
ぜひご覧ください。

て
い
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
支
援
で

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

　

宇
都
宮
が
「
子
育
て
し
や
す
い
」
と

言
わ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
切
れ

目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
の
手
厚
さ
。
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
前
、
生
後
す
ぐ
、
保
育

園
入
園
、
病
気
に
か
か
っ
た
も
し
も
の

時
に
加
え
、
急
用
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
い
時
な
ど
、
パ
パ
マ
マ
も
子
ど
も
も

困
る
こ
と
の
多
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
子
育

て
の
手
助
け
と
な
れ
る
よ
う
、
数
多
く

の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
（
上
の
図

参
照
）
。

ページ番号
1015944



　3年前にご主人の転勤
のために宇都宮へ。職場
復帰後は東京へ通勤しま
す。

黒木　久美子さん

　長野や新潟に住んだ
後、茨城から転居して宇
都宮へ。現在は専業主婦。

塩野　直子さん

宇都宮って

どうですか?
宇都宮って

どうですか?
　実際に子育てをするママたちはどう思っているのでしょうか。

市外や県外から移住してきたママたちに集まってもらい、宇都宮

の印象を聞いてみました。

子育
てママの座

談
会

4政

す
。

　

家
で
赤
ち
ゃ
ん
と
二
人
っ
て
、
出
産

前
は
平
気
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で

す
が
、
実
際
に
は
ど
う
過
ご
す
か
戸
惑
っ

て
し
ま
っ
て
。
で
も
、
子
育
て
サ
ロ
ン

で
教
え
て
も
ら
っ
た
遊
び
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
子
ど
も
も
喜
ん
で
く
れ
て

い
ま
す
。

小
森　

家
で
も
実
践
し
て
い
る
こ
と
と

い
え
ば
、
私
の
場
合
は
「
青
少
年
活
動

セ
ン
タ
ー
」
の
講
座
で
教
え
て
も
ら
っ

た
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
お
風
呂
上
が
り
に

い
つ
も
や
っ
て
い
ま
す
よ
。

―
街
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
。

塩
野　

公
園
が
充
実
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

徒
歩
圏
内
に
も
い
く
つ
も
公
園
が
あ
っ

て
、
今
日
は
ど
こ
に
行
こ
う
と
迷
っ
ち
ゃ

う
く
ら
い
。
芝
生
も
き
れ
い
で
、
遊
具

も
整
備
さ
れ
て
い
て
、
子
ど
も
を
遊
ば

せ
や
す
い
で
す
ね
。

黒
木　

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
豊
富
な

の
も
い
い
で
す
よ
ね
。
最
近
で
は
、「
宮
っ

こ
フ
ェ
ス
タ
」
と
か
「M

ミ

ヤ

IY
A

 J

ジ

ャ

ズ

A
Z

Z
 

I

イ

ン

N
N

」
に
出
掛
け
ま
し
た
。
休
日
に
は

―
皆
さ
ん
、
よ
く
遊
び
に
行
く
施
設
は

あ
り
ま
す
か
。

黒
木　

私
は
、
南
図
書
館
が
好
き
で
す
。

子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る

し
、
イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
や
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
う
つ
の
み
や
表
参
道
ス

ク
エ
ア
に
あ
る
「
ゆ
う
あ
い
ひ
ろ
ば
」

に
も
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も

が
大
き
く
な
っ
て
き
て
、
ま
す
ま
す
遊

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
が
楽
し
み

で
す
。

浅
野　

私
は
近
所
の
東
図
書
館
。
特
に

お
は
な
し
会
が
お
気
に
入
り
で
す
。
他

の
マ
マ
と
話
す
時
間
を
設
け
て
く
れ
て
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
友
達
が
で
き
た
の

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

山
田　

私
は
こ
の
子
育
て
サ
ロ
ン
（
中

央
）
で
す
ね
。
以
前
住
ん
で
い
た
横
浜
は
、

場
所
の
開
放
が
メ
イ
ン
で
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
ん
で
す
。
こ

ち
ら
で
は
、
毎
日
お
た
の
し
み
タ
イ
ム
っ

て
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
お
話
を

聞
い
た
り
劇
を
見
た
り
し
て
楽
し
い
で



　座談会を実施したのは、普段から皆さんが通う
子育てサロン中央（ララスクエア宇都宮９階）。和
やかな雰囲気の中、話は盛り上がりました。

　授乳室や子ども用ト
イレも完備し、安心し
て楽しめます。
問南図書館☎（653）
7609

南図書館

　大型遊具をはじめ、い
ろいろな遊びや楽しいイ
ベントがいっぱいです。
問ゆうあいひろば☎
（616）1570

ゆうあいひろば

　役立つ講座の他、隣接
する「あそぼの家」で元
気いっぱい遊べます。
問青少年活動センター
☎（663）3155

青少年活動センター
／あそぼの家

　埼玉から移住し、今年
で宇都宮生活は5年目。5
月から職場に復帰しま
す。

浅野　彩翔さん
あや　 か

　日光市出身。ご自身は
職場に復帰し、お子さん
は保育園へ通っていま
す。

小森　尚美さん

　今年7月に横浜から移
住してきたばかり。それ
以前の住まいは福岡、千
葉など。

山田　恵さん

ママたちオススメの遊び場

5 政

小
森　

パ
パ
を
育
て
る
施
設
が
あ
る
と

い
い
な
あ
。
「
子
育
て
寺
」
み
た
い
な
の

に
１
カ
月
く
ら
い
入
っ
て
、
セ
ミ
プ
ロ

に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
ら
、
ケ

ン
カ
も
減
っ
て
、
さ
ら
に
子
育
て
し
や

す
い
と
思
い
ま
す
（
笑
）
。

―
最
後
に
改
め
て
宇
都
宮
の
印
象
に
つ

い
て
何
か
あ
り
ま
す
か
。

山
田　

私
が
一
番
感
じ
て
い
る
の
は
人

の
温
か
さ
で
す
。
横
浜
と
比
べ
る
と
、

皆
さ
ん
、
と
に
か
く
よ
く
声
を
掛
け
て

く
れ
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
を
待
つ

間
や
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
で
も
話
し

か
け
て
く
れ
て
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
温

か
く
て
優
し
い
な
っ
て
感
じ
ま
す
。
そ

ん
な
と
こ
ろ
も
子
育
て
し
や
す
い
街
だ

な
あ
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

塩
野　

ホ
ン
ト
、
宇
都
宮
は
い
い
と
こ

ろ
で
、
ま
た
転
勤
で
い
つ
か
引
っ
越
す

と
思
う
と
残
念
で
す
。
ず
っ
と
住
み
続

け
た
い
で
す
。

―
あ
り
が
た
い
お
言
葉
で
す
。
今
日
は
、

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
同　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
無
事
に
入
園
で
き
た
ん
で
す
。

運
が
良
か
っ
た
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
、「
保
育
園
に
入
り
や
す
い
」
っ

て
い
わ
れ
て
い
る
の
を
実
感
で
き
ま
し

た
。

　

た
だ
、
う
ち
は
子
ど
も
が
保
育
園
に

入
っ
て
か
ら
、
突
発
性
発
疹
、
RS
ウ
イ

ル
ス
と
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
私

の
場
合
は
、
実
家
の
両
親
に
面
倒
を
見

て
も
ら
え
ま
し
た
け
ど
、
頼
れ
る
人
が

近
く
に
い
な
い
パ
パ
マ
マ
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。

浅
野　

私
も
５
月
に
は
仕
事
に
復
帰
す

る
ん
で
す
。
私
た
ち
夫
婦
の
両
親
は
遠

方
に
い
る
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
「
病
児
保
育
」
は
登
録
し
て
お
き

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

黒
木　

私
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
の
登
録
を
考
え
て
い
ま
す
。

―
今
後
、
さ
ら
に
宇
都
宮
に
望
む
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

黒
木　

宇
都
宮
は
バ
ス
が
便
利
で
よ
く

使
う
の
で
す
が
、
IC
カ
ー
ド
が
使
え
る

と
も
っ
と
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

家
族
で
街
な
か
に
出
掛
け
る
こ
と
が
多

い
で
す
ね
。
交
通
面
で
も
バ
ス
が
便
利

で
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

―
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
の
面
な
ど
は
ど
う

で
す
か
。

塩
野　

妹
も
茨
城
で
子
育
て
を
し
て
い

る
ん
で
す
が
、
医
療
費
が
無
料
と
い
う

の
は
、
び
っ
く
り
さ
れ
ま
し
た
し
、
う

ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま
し
た
。

浅
野　

埼
玉
で
里
帰
り
出
産
を
し
て
、

そ
の
時
に
、
産
後
う
つ
検
査
を
受
け
た

ん
で
す
が
、
埼
玉
は
１
回
な
の
に
、
宇

都
宮
は
２
回
受
診
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
。

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
で
、
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
ね
。

―
小
森
さ
ん
は
、
皆
さ
ん
の
中
で
は
唯

一
、
保
育
園
に
お
子
さ
ん
を
預
け
て
い

る
ん
で
す
よ
ね
。

小
森　

そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
今
日
は

寂
し
い
で
す
ね
（
笑
）
。
パ
パ
が
お
迎
え

に
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
そ

の
保
育
園
の
入
園
に
つ
い
て
。
年
度
の

途
中
で
難
し
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
ん



＼自然体験にもバッチ
リ／

自然豊かな52万人都市

子どもの体験を大切に

作新学院大学女子短期大学部教授　青木　章彦さん

　幼児教育学科長。市子ども･子育て会議会長、市環境審議会委員、県社会教育

委員（議長）、県文化財保護審議会会長など。高校生ユースボランティア研修会、

防災キャンプなどの講師として、青少年に寄り添った指導を行う。

●

　大型の遊具施設やゴーカートなど、
言わずと知れた宮っこの遊び場。春に
は桜の名所となります。
問八幡山公園管理事務所☎（624）0642

八幡山公園（塙田5丁目）

●

　長岡樹林地に隣接する公園。季節感あふ
れる自然との触れ合いや軽いスポーツを
含むレクリエーションに利用できます。
問公園管理課☎（632）2529

長岡公園（長岡町）

●

　宇都宮美術館に隣接した緑豊かな
26haの丘陵地の公園。体験型学習や
自然観察会なども開かれています。
問宇都宮美術館☎（643）0100

うつのみや文化の森（長岡町）

青木先生イチオシの公
園

激
変
す
る

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

全
国
で
も
稀
な

都
市
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス

6政

※1　ワーク・ライフ・バランス　やりがいのある仕事と充実した私生活を両立させるという考え方、仕
事と生活の調和。
※2　中核市48市中2位（出典　中核市市長会「平成29年度都市要覧」都市公園数）。

向
上
を
望
み
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
企
業
に
は
、
子
育
て
に
直
接
関

わ
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
、
子
ど

も
と
過
ご
す
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

従
業
員
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
（
※
１
）
」
に
意
識
を
向
け
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見

守
り
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
子
育
て
を
す
る
上
で
宇
都
宮
市
は

ど
の
よ
う
な
街
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
今
あ
る
環
境
を
当
た
り

前
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は

私
た
ち
の
住
む
宇
都
宮
市
は
、
子
育
て

す
る
の
に
と
て
も
優
し
い
街
だ
と
思
い

ま
す
。

　

特
に
私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
公

園
の
充
実
ぶ
り
で
す
。
数
の
多
さ
は
も

ち
ろ
ん
、
広
く
て
自
由
に
活
用
し
や
す

い
公
園
が
豊
富
（
※
２
）
で
す
よ
ね
。

例
え
ば
、
街
な
か
に
は
八
幡
山
公
園
や
、

う
つ
の
み
や
文
化
の
森
が
あ
り
ま
す
し
、

ち
ょ
っ
と
離
れ
れ
ば
、
み
ず
ほ
の
自
然

の
森
公
園
や
森
林
公
園
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
だ
け
街
な
か
に
自
然
が
入
り

込
ん
で
い
る
人
口
50
万
人
以
上
の
都
市

は
そ
う
無
い
と
思
い
ま
す
。

―
ま
ず
、
現
在
の
子
育
て
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　

子
育
て
に
関
す
る
環
境
は
、
私
た
ち

が
子
ど
も
の
頃
と
比
べ
て
、
ず
い
ぶ
ん

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
を
は
じ
め
、
共

働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
る
親
の
長
時
間

労
働
、
核
家
族
化
に
よ
る
家
族
形
態
の

変
化
、
地
域
の
協
働
関
係
の
希
薄
化
と

い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
急
速
に
普
及
し
た

こ
と
で
、
自
然
や
地
域
と
の
触
れ
合
い

と
い
っ
た
、
子
ど
も
た
ち
の
直
接
体
験

が
減
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
要
因
に
対
し
、
い
か
に
対

応
し
て
い
く
か
が
重
要
で
す
。

―
そ
ん
な
状
況
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

子
育
て
中
の
人
だ
け
で
な
く
、
私
た

ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
、
子
ど
も
を

育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
に
求
め
た
い
の
は
次
の
一
手
。

宇
都
宮
市
は
４
月
の
待
機
児
童
も
ゼ
ロ

で
あ
り
、
子
育
て
支
援
施
策
は
豊
富
と

い
う
充
実
し
た
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、
今

後
は
、
さ
ら
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
支
援
の
強
化
や
、
保
育
環
境
の
質
の



◀あなたの意見をお寄せください
　市民の皆さんから、「子育てするなら宇都宮」についての意見・提案を
お受けします。寄せられた意見・提案などは、施策の参考とします。なお、
一部を後日、広報紙で紹介します。質問などへの回答は、直接本人あてに
返信しませんので、ご了承ください。
　左のはがき（切手不要）を切り取り、1月15日
（火）までにポストに投函してください。他のはがき
や手紙・ファクス・Eメール・市ホームページのアン
ケート（携帯サイト含む）でも受け付けます。
送付先
〒320-8540市役所総合政策部広報広聴課
☎（632）2025、6（639）0627
Eメール：u2030@city.utsunomiya.tochigi.jp

広報うつのみやプラス「子育てするなら宇都宮」についての問い合わせ先
子ども部子ども未来課
☎（632）2342、6（638）8941
Eメール：u1806@city.utsunomiya.tochigi.jp

▲アンケートフォーム

※一部の機種で表示
されない場合があります。

外
に
出
て
体
験
を
し
て

子
ど
も
た
ち
は
成
長
す
る

子
ど
も
の
元
気
は
大
人
の
元
気

大
人
の
元
気
は
地
域
の
元
気

7 政

し
て
や
親
世
代
は
共
働
き
、
祖
父
母
と

は
同
居
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
大
人

た
ち
や
社
会
の
力
が
大
き
く
影
響
す
る

の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
子
育
て
を
し
て
い
な
い

皆
さ
ん
で
も
、
地
域
の
行
事
に
参
加
し

て
み
る
。
そ
の
積
み
重
ね
で
お
祭
り
が

盛
り
上
が
る
。
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
積

み
重
ね
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
回
復

し
、
さ
ら
に
子
育
て
し
や
す
い
街
へ
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
元
気
は
大
人
の
元
気
、
大

人
の
元
気
は
地
域
の
元
気
。
周
り
の
子

ど
も
た
ち
に
目
を
向
け
て
、
あ
た
た
か

い
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

意
欲
を
高
め
、
ひ
い
て
は
「
生
き
る
力
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
外
に
出
て
、

自
然
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
宇
都
宮
市
は
他
の
都
市
と
比

べ
て
、
地
域
行
事
が
大
変
盛
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
地
域
の
伝
統
行
事
や
地
区
行

事
、
子
ど
も
会
の
お
祭
り
な
ど
も
、
立

派
な
体
験
活
動
で
す
。
「
直
接
体
験
」
を

通
し
て
生
ま
れ
る
、
人
と
の
交
流
が
子

ど
も
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
の
で
す
。

―
最
後
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
に
は
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
興
味
を
持
つ
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
は
、
本
人
と
そ
の
家

族
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

　

い
く
つ
か
の
公
園
に
は
博
物
館
、
美

術
館
が
隣
接
す
る
な
ど
、
施
設
の
集
約

が
上
手
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
園
以

外
の
要
素
を
交
え
な
が
ら
、
人
の
集
ま

る
場
所
が
で
き
、
そ
こ
に
は
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
豊
か
な
人
材
が
集
う

と
い
っ
た
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
の
人
と
の
交
流
が
、
子
育

て
に
も
影
響
し
て
き
ま
す
。

―
先
生
自
身
が
直
接
、
子
ど
も
た
ち
に

触
れ
合
う
中
で
、
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
お
話
し
た
よ
う
に
、
子
育

て
す
る
上
で
宇
都
宮
市
は
「
環
境
」
や

「
人
」
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

私
が
子
育
て
で
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
の
は
「
直
接
体
験
」
で
す
。
体
験
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
五
感
を
刺
激

し
、
周
り
の
人
た
ち
に
共
感
を
与
え
、

経
験
し
た
こ
と
を
実
感
す
る
な
ど
、
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。
地
域
で
の
体

験
活
動
と
し
て
、
公
園
の
草
取
り
も
立

派
な
経
験
で
す
し
、
そ
こ
か
ら
は
多
く

の
発
見
が
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
、
「
直
接

体
験
」
は
「
自
信
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
好
奇
心
を
育
て
、
学
習
す
る

アイデア通信

宇都宮市の子育てについて私はこう考えます

あなたが「宇都宮市は子育てしやすい」と感じるのはどん

なことですか？

（例：医療費が無料なので、安心して子どもを病院に連れていけ

ること。）

1

今以上に宇都宮市を子育てしやすいまちにするには、何

が必要だと思いますか？

（例：予防接種の時期などを知らせてくれる子育てアプリがある

と便利。）

2

ページ番号
1017462



前回の広報うつのみやプラス
「女性活躍社会」の概要

前回の広報うつのみやプラス
「女性活躍社会」の概要

多様な人材が活躍できる
社会にするために

　少子高齢化が進み、生産年齢人

口が減少する中、地域経済の持続的

な成長のためには、女性や高齢者な

どが経済活動に参画できる環境整

備が重要となっています。しかし、女

性はライフサイクルに左右されやす

く、30～44歳の女性の労働力率が

低下してしまうことなど、解決すべき問題があります。

　女性が社会で活躍するためには、性別による固定的な

役割分担の解消や働きたいと思う女性が働き続けられる

よう、ワーク・ライフ・バランスを推進していくことが必要と

なっています。

女性の幸せは社会の幸せ
　女性が社会で活躍していくため、本市では、仕事と子育て

などの両立支援、子育て世帯などへの家賃補助、女性を雇

用した企業への支援、ワーク・ライフ・バランスの成功事例の

紹介など、さまざまな取り組みを行っています。また、民間企

業でも女性が活躍できるよう、働きやすい職場環境を整備

するなど、積極的に取り組みを進めているところもあります。

　さまざまな人たちが協力し合うことで、男女の性別にか

かわらず個性と能力を発揮し、女性が活躍できる社会へと

つながっていきます。

前回のテーマ

女性活躍
社会

　前回の広報うつのみやプラス「女性

活躍社会」に対して、28人の市民の皆

さんからのご意見をいただきました。

代表的なものを紹介します。

（1）男女共に働きやすい職場環境にしていくために、企業

や行政が行うべき必要な取り組みは何だと思いますか？

▽職場内全体を理解すること。結婚や出産を機に離職し、

無職となっている人への再就職のあっせん、アプロー

チ（豊郷台・40代）。

▽男性が育児・介護休業などを取得することに対する職

場の理解を深めるためにパンフレットを配布したり、年

に１回講習を開催したりする（平松本町・20代）。

▽行政として、市内の企業に無料でワーク・ライフ・バラ

ンスアドバイザー（社会保険労務士）を派遣（大塚町・

50代）。

▽働きやすい職場環境づくりに取り組んでいる企業の

PR・周知（旭１丁目・30代）。

▽管理職の意識を変える（滝谷町・30代）。

▽性差を十分に意識した上で、できる限り分け隔てなく

個々の能力適性を重視して仕事を割り振る（雀宮町・

60代）。

▽フレックスタイム、ワークシェアリングのさらなる推進

（西川田町・30代）。

▽女性の特性を生かした職場への適正配置と子育て、病

気、介護に対する周囲の理解など、働きやすい職場づく

りの意識改革（明保野町・60代）。

▽モデル事業者のセミナーを開催し、企業の管理職など

に出席してもらう（鶴田町・30代）。

▽１日や半日単位ではなく、１時間単位など細かく休暇を

取得できる環境づくり（細谷町・20代）。

差出有効期間
2020年 月
日まで

【切手不要】

料金受取人払郵便

宇都宮中央郵便局

承　　認

0656

15

8

（受取人）

　宇都宮市旭１丁目１番５号

（宇都宮市役所）

　宇都宮市総合政策部広報広聴課
行

年齢　　　　　 歳

差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。

なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。

職業

住所氏名

3 2 0 8 7 4 0              3

3 2 0 8 7 4 0

　広報うつのみやプラスや政策特集は、皆さんに一緒に考
えていただきたいテーマを取り上げ、年に数回編集します。 

▽男性のトップや管理職への教育的な指導の経験を

持続する公的な働きかけを行う（御幸町・50代）。

▽学校で育児体験を行う（東今泉２丁目・40代）。

■その他の主なご意見

（2）男性が家事や子育て、介護などにさらに参画するた

めに必要な取り組みは何だと思いますか？（３つまで）

（件）0

企業のトップや
管理職の理解

企業への育児・
介護休業などの周知啓発

企業における
柔軟な働き方の推進

男性が育児・介護休業などを
取得することに対する

職場の理解

男性の意識改革

若いときからの
男女共同参画に関する学習

女性の意識改革

1616

6

9

12

12

11

9

15105 20
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